
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中の宝、府中市指定重要文化財 

南宮神社鐘撞堂の修理工事がはじまります！ 
 

府中市栗柄町に所在する南宮神社は、「備後国府」とも関わりの深い由緒ある神社です。 

境内には、江戸時代初期に再建された壮大な本殿と

ともに、鐘撞堂、随身門（いずれも府中市指定文化財）

が建ち並び、神仏習合時代の姿をよく伝えています。 

これらは地域の人々の願いや努力によって受け継

がれてきた「府中市の宝」ですが、鐘撞堂については

傷みが激しく倒壊の危機にあり、早期の保存修理工事

の実施が待たれていました。 

このたび、ついに保存修理工事に着手することにな

りましたので、ご報告します。 

５月７日に所有者による安全祈願が行われました。５月９日から仮設の足場設置作業

が行われ、保存修理工事に着手される予定です。 

 

広島県府中市 情報提供 

令和８年５月７日（木） 

教育政策課文化財室 

電話 0847-44-9024 

プレスリリース 

【安全祈願と保存修理工事の開始】 

安 全 祈 願：５月７日（木曜）９時～ 

足場設置等：５月９日（土曜）時間未定 

場   所：南宮神社鐘撞堂（府中市栗柄町2980） 

事業主体者：宗教法人南宮神社 

施 工 業 者：株式会社徳岡伝統建築研究所 

修理工事費：45,925,000円 

現在の状況 

修正版 
※下線が修正箇所 

 

すごくうれしい！ 

ワクワクするなあ 

屋根にもどれる日が 

待ちどおしいよ！ 


